
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長あいさつ 

病気と闘う 

かつて癌は、不治の病気として恐れられていました。現在も恐ろしい 

病気であることは変わりありませんが、癌の種類や発生した部位によっ 

ては早期に発見されるとかなりの癌が治療できるようになってきました。 

  例えば、水泳の池江選手の白血病などは昔は映画やドラマにもなる程、 

若くして亡くなる悲劇の病気でした。現代の医療は池江選手を再び競泳 

のプールに戻し、標準記録を出せるまでに回復できるようになっていま 

す。  

   もちろん、医療の進歩だけでなく苦しい治療に耐え克服して、再び、練習に、体づくりに希望を 

捨てずに頑張った驚くべき精神力を伴っての事です。ほかにも癌から立ち直った人々が、芸能界、 

スポーツ界、そして一般の人々の中にも数多くおられます。 

   癌とは言っても現代では必ずしも死病と言う訳ではないのですが、発見された時は、既に厳しい 

状態と言った例もあることも事実です。 

ここで申し上げたいことは、もう言い古されている言葉ですが、早期発見、早期治療、そして病 

気に負けずに戦う気力を失ってはいけないという事です。 

   例に挙げた池江選手の頑張りと復帰が、今病気と闘っている患者様の方々の希望の一端となって 

欲しいと思っています。 
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◎１０月１日（木）より、実施しています。 

◎接種料金 ６５歳以上（西諸） １,５００円 

           １３歳～６５歳未満 ３,０００円 

           １３歳未満     ２,０００円 

いずれも１回の料金です。 

１３歳未満は４週間ほど開けて、２回目の接種をお勧めします。 

１３歳以上の方も２回接種は可能ですが、６５歳以上の方は２回目は３,０００円です。 

◎ご希望の方は直接、またはお電話でお申し込みください。�����0984-44-1005 

 

スタッフ紹介（リハビリテーション室） 

作業療法士の山中です。２月から押川病院のリハビリ室に配属されました。 

私は都城出身で、慣れない土地での仕事に緊張していましたが、患者様が気さくに話しかけてくだ 

さるので、すぐに馴染むことができました。 

   私はリハビリ職員として「広く柔軟に対応できるセラピスト」になれるよう心掛けています。 

 痛みや動きの制限だけでなく、日常生活の中の些細な問 

題にも何かしらの援助を行えたらと思っています。 

 患者様との距離感が近く、患者様同士・スタッフ同士も 

気軽にコミュニケーションを取れる環境にあることは、押 

川病院の魅力の 1 つだと思いますので、遠慮なく相談して 

ください。 

少しでも皆さんのお役に立てるよう頑張っていきます。 

       

リハビリテーション室 作業療法士 山中俊一 

 

 
 

 

 



 

 

           

     

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


